
令和７年度 １年生 国語科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学
期 

月 
時
数 

単元 
主な 

指導内容 

主な評価規準 
特別の教
科 道
徳・人権指
導との関
わり 

健康教
育、食育、
伝統・ 

文化理解
との関わ

り 

主な 
評価 
方法 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

４ ６ 言葉に
出会う
ために 

・朝のリレー 
・野原はうたう 
・声を届ける/書き留める
/言葉を調べる/続けてみ
よう 

・音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。 
・読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすること
に役立つことを理解している。 

・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。 
・日常生活やこれまでに読んだ本の中から題材を決め，情報を整理
して「言葉の手帳」に書き込んでいる。 

・音声の働きや仕組みについて進んで理解を深め，小学校での学習を生かし
て音読しようとしている。また、声を届けようとしている。 
・進んで日常生活の中から題材を決め，これまでの学習を生かして「言葉の
手帳」を作ろうとしている。 

D(21) 

B(7) 

 
ノート 

発表 

授業観察 

作品 

５ 13 

学 び を
ひらく 

・はじまりの風 
・情報を的確に聞き取り、
要点を伝える 
・季節のしおり春 
・比較・分類 
・音声の仕組みや働き 
・話の構成を工夫しよう 
・情報整理のレッスン 
・漢字の組み立てと部首 
・漢字に親しもう１ 

・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使
うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解
を深め，それらを使っている。 
・音声の働きや仕組みについて、理解を深めている。 
・伝統的な言語文化に関するこれまでの学習を生かして、積極的
に語感を磨き、言語文化を大切にしようとしている。 
・漢字の組み立てと部首について理解し、漢和辞典を使って調べ
ている。 
・学年別漢字配当表に示されている漢字に加え、その他の常用漢
字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使っている。 

・「読むこと」において，場面の展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写を基に捉えている。場面ごとに会話や描
写を整理して，登場人物の心情や関係の変化を捉えている。 
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。
目的や相手を意識して，情報を集めて整理し，説明の文章の構成を
考えている。 
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場面に応じて、日常生
活の中から話題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討
している。 
・「話すこと・聞くこと」において、自分の考えや根拠が明確にな
るように、話の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係
などに注意して、話の構成を考えている。 

・場面の展開について，描写を基に積極的に捉え，学習課題に沿って感想を
交流しようとしている。 
・伝統的な言語文化に関するこれまでの学習を生かして，積極的に語感を磨
き，言語文化を大切にしようとしている。 
・学習課題に沿って，積極的に情報の整理のしかたについて理解を深め，そ
れらを使おうとしている。 
・集めた材料を粘り強く整理し，学習の見通しをもってわかりやすく説明し
ようとしている。 

・学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 
・聞き取った情報を進んで整理し、学習課題に沿って、要点を伝えようとし
ている。 

・声の出し方による伝わり方の違いを、試行錯誤しながら確認し、それらを
生かして音声の働きや仕組みについて理解を深めようとしている。 
・話の構成を粘り強く考え、学習の見通しをもってスピーチをしようとして
いる。 

A(4) 

C(15) 

D(21) 

D(20) 

B(9) 

 
 
 
伝統文
化 

ノート 

発表 

授業観察 

ワーク 

定期テスト 

プリント 

６ 19 

新しい
視点で 

・ダイコンは大きな根？ 
・ちょっと立ち止まって 
・情報整理のレッスン 
比較・分類 
・情報を整理して説明し
よう 
・指示する語句と接続す
る語句 
 

・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解
を深め，それらを使っている。 
・原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解
している。 
・音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。 
・小学校で学習した漢字の熟語を使って文章を作り、中学校で学
習する漢字の読み方について理解している。 
・単語の類別について理解している。 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。 
・指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めてい
る。 

・「読むこと」において，文章の中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握してい
る。 
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，日常生
活の中から話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討
している。 
・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えや根拠が明確にな
るように，話の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係
などに注意して，話の構成を考えている。 
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。 
・「読むこと」において，目的に応じて必要な情報に着目して要約
し，内容を解釈している。 

・文章の中心的な部分と付加的な部分について積極的に捉え，学習課題に沿
って筆者の工夫を伝え合おうとしている。 
・進んで要旨を把握し，学習の見通しをもって考えたことを伝え合おうとし
ている。 
・学習課題に沿って，積極的に意見と根拠の関係について理解しようとして
いる。 
・話の構成を粘り強く考え，学習の見通しをもってスピーチをしようとして
いる。 

・情報の整理のしかたについて積極的に理解を深め、学習したことを生かし
て練習問題に取り組もうとしている。 
・単語の類別を理解するために，今までの学習を生かして，積極的にその前
提となる言葉の単位について理解しようとしている。 
・引用のしかたや出典の示し方について積極的に理解を深め，学習課題に沿
ってそれらを使おうとしている。 

A(5) 

B(9) 

 
健康教
育 
 
食育 

ノート 

発表 

授業観察 

ワーク 

定期テスト 

作品 

プリント 

７ 13 

言葉に
立ち止
まる 

・空の詩 三編 
・さまざまな表現技法 
・比喩で広がる言葉の世
界 
・文法への扉１ 
 言葉のまとまりを考え
よう 
・語彙を豊かに 
・書写 

・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使
うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使って
いる。表現の技法を理解し，表現を工夫して詩を書いている。 
・指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めてい
る。 
・字形を整え、文字の大きさ、配列などについて理解して、楷書
で書いている。 

・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の効果について，
根拠を明確にして考えている。 
・「書くこと」において、根拠の明確さなどについて、読み手から
の助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだしてい
る。 
・「読むこと」において，文章の中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握してい
る。 
・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしている。 
 

・文章の構成や展開，表現の効果について積極的に考え，学習の見通しをも
って詩を創作しようとしている。 

・進んで要旨を把握し，学習課題に沿って言葉について考えを深めようとし
ている。 
・今までの学習を生かして，積極的に指示する語句と接続する語句の役割に
ついて理解を深めようとしている。 
・今までの学習を生かして，積極的に事象や行為，心情を表す語句の量を増
すとともに，話や文章の中で使おうとしている。 

・文章を読んで理解したことに基づいて，積極的に自分の考えを確かなもの
にし，学習課題に沿って本を読んで考えたことを伝え合おうとしている。 
・伝統的な言語文化に関するこれまでの学習を生かして，積極的に語感を磨
き，言語文化を大切にしようとしている。 
・詩の構成や展開、表現の効果について積極的に考え、学習の見通しをもっ
て詩を創作しようとしている。 

D(21) 

B(9) 

A(5) 

B(9) 

C(14) 

D(22) 

 
伝統文
化 

ノート 

発表・授業 

観察・作品 

暗唱 

プリント 

情報×
SDGs 

・情報収集の達人になろ
う 
・コラム 著作権について
知ろう 

・原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解
している。 
・比較や分類、関係づけなどの情報の整理のしかた、引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め、それらを使っている。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じて、日常生活の中から
題材を決め、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にしている。 
・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えを確かなものにしている。 

・引用のしかたや出典の示し方について積極的に理解を深め、今までの学習
を生かして収集した情報を基に考えたことを書こうとしている。 C(10) 

 授業観察 

プリント 

いつも
本はそ
ばに 

・読書を楽しむ 
・本の中の中学生 
・読書案内 
・季節のしおり 夏 

・読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすること
に役立つことを理解している。 
・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語感を磨き
語彙を豊かにしている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えを確かなものにしている。 

・読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つこ
とを進んで理解し，今までの学習を生かして本の魅力や感想を伝え合おうと
している。 
・進んで文章を読み、理解したことに基づき、学習課題に沿って考えたこと
を伝え合おうとしている。 

C(16) 
 授業観察 

プリント 

２ 

９ 

 

17 

心の 
動き 

・大人になれなかった弟
たちに… 
・星の花が降るころに 
・項目を立てて書こう 
・読み手の立場に立つ 
・方言と共通語 
・聞き上手になろう 
・漢字の音訓 
・漢字に親しもう２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすること
に役立つことを理解している。 
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解している。 
・音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解
を深め，それらを使っている。 
・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使
うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 
・共通語と方言の果たす役割について理解している。 
小学校で学習した漢字の熟語を使って文章を作り、中学校で学習
する漢字の読み方について理解している。 
・原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解
している。 
・意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。 
・共通語と方言の果たす役割について理解している。 
・学年別漢字配当表に示されている漢字に加え、その他の常用漢
字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使っている。 

・「読むこと」において，場面の展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写を基に捉えている。 
・「読むこと」において，場面と場面，場面と描写などを結び付け
たりして，内容を解釈している。 
・「話すこと・聞くこと」において，必要に応じて記録したり質問
したりしながら話の内容を捉え，共通点や相違点などを踏まえて，
自分の考えをまとめている。 
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。 
・「書くこと」において，書く内容の中心が明確になるように、段
落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えている。 
・「読むこと」において、文章の構成や展開について、根拠を明確
にして考えている。 
・「話すこと・聞くこと」において，話題や展開を捉えながら話し
合い，互いの発言を結び付けて考えをまとめている。 
・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の効果について，
根拠を明確にして考えている。 

・登場人物の心情の変化などについて、描写を基に積極的に捉え、学習した
ことを生かして朗読しようとしている。 

・進んで場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈し，学習の
見通しをもって考えを伝え合おうとしている。 
・進んで記録したり質問したりしながら，話の内容を捉え，今までの学習を
生かして話を引き出そうとしている。 
・集めた材料を積極的に整理し，学習課題に沿って案内文を書こうとしてい
る。 

・粘り強く文章を推敲し、今までの学習を生かして案内文を書き改めようと
している。 
・今までの学習を生かして，積極的に共通語と方言の果たす役割について理
解しようとしている。 
・学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 
・文章の構成や展開について粘り強く考え、学習の見通しをもって考えたこ
とを文章にまとめようとしている。 
・今までの学習を生かして、積極的に原因と結果の関係について理解しよう
としている。学習の見通しをもってレポートを作成しようとしている。 

・進んで話題の展開を捉え，学習課題に沿って話し合いにおける発言のしか
たについて考えようとしている。 
・進んで表現の効果について考え，今までの学習を生かして朗読しようとし
ている。 
・伝統的な言語文化に関するこれまでの学習を生かして，積極的に語感を磨
き，言語文化を大切にしようとしている。 

B(8) 

C(14) 

A(3) 

A(5) 

B(9) 

D(19) 

D(21) 

C(17) 

 
伝統文
化 

ノート 

発表 

授業観察 

ワーク 

定期テスト 

作品 

プリント 

暗唱 

10 19 

筋道を
立てて 

・「言葉」をもつ鳥、シ
ジュウカラ 
・意見と根拠 
・根拠を明確にして書こ
う 
・漢字に親しもう３ 
・言葉の関係を考えよう 
・聴きひたる 大阿蘇 
・季節のしおり秋 
・書写 

・原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解
している。 
・比較や分類、関係づけなどの情報の整理のしかた、引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め、それらを使っている。 
・学年別漢字配当表に示されている漢字に加え、その他の常用漢
字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使っている。 
・単語の類別について理解している。 
・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。 
・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語感を磨き
語彙を豊かにしている。 

・「読むこと」において、文章の構成や展開について、根拠を明確
にして考えている。 
・「書くこと」において、根拠を明確にしながら、自分の考えが伝
わる文章になるように工夫している。 
・「書くこと」において、根拠の明確さなどについて、読み手から
の助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点などを見いだし
ている。 

・文章の構成や展開について粘り強く考え、学習の見通しをもって考えたこ
とを文章にまとめようとしている。 
・根拠の客観性や理由づけに無理がないかを積極的に検討し、学習課題に沿
って、意見と根拠の関係について理解を深めようとしている。 
・根拠を明確に示すことを粘り強く考え、学習の見通しをもってレポートを
作成しようとしている。 

・学習課題に沿って、積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 
・今までの学習を生かして、積極的に単語の類別の前提となる文の組み立て
について理解しようとしている。 

・進んで言葉の響きやリズムを味わい、語感を磨きながら、今までの学習を
生かして詩を味わおうとしている。 
 

A(5) 

D(20) 

B(9) 

C(10) 

 ノート 

発表 

授業観察 

ワーク 

定期テスト 

作品 

プリント 

 

11 

 

13 

いにし
えの心
にふれ
る 

・いろは歌 
・古典の世界 
・蓬莱の玉の枝 
・今に生きる言葉 
・楷書と仮名を調和させ
て書こう 
（書写） 

・音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読
し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しんでいる。・
音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読
し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しんでいる。 
・古典にはさまざまな種類の作品があることを知っている。 
・音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読
し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しんでいる。 
・字形を整え、文字の大きさ、配列などについて理解して、楷書
で書こうとしている。 

・「読むこと」において，場面の展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写を基に捉えて「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を
基に捉えている。 
・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしている。 
・「書くこと」において，書く内容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えている。 

・古文を積極的に、繰り返し音読し、3年間の学習の見通しをもって、古典の
世界に親しもうとしている。 
・古典にはさまざまな種類の作品があることを積極的に知り，今までの学習
を生かして古文を音読しようとしている。 
・進んで古文を音読し，今までの学習を生かして、描かれている古典の世界
を想像しようとしている。 
・積極的に漢文を音読し，今までの学習を生かして故事成語を使った文章を
書こうとしている。 

D(22) 

A(3) 

A(5) 

B(9) 

 
伝統文
化 

ノート 

授業観察 

定期テスト 

暗唱 

プリント 

12 13 

価値を
見いだ
す 

・「不便」の価値を見つ
め直す 
・思考のレッスン２ 原
因と結果 
・漢字に親しもう４ 
・季節のしおり 冬 
・話題や展開を捉えて話
し合おう 
 
・行書で書いてみよう（書
写） 
・百人一首 

・原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解
している。 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。理
のしかた，引用のしかたや出典の示し方について理解を深め，そ
れらを使っている。 
・単語の類別について理解している。 
・意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。 
・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使
うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 
・学年別漢字配当表に示されている漢字に加え、その他の常用漢
字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使っている。 
・漢字の行書の基礎的な書き方を理解して、身近な文字を行書で
書こうとしている。 

・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしている。 
・「書くこと」において，根拠を明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫している。 
・「書くこと」において，根拠の明確さなどについて，読み手から
の助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を見いだしてい
る。 
・「読むこと」において、目的に応じて必要な情報に着目して要約
し、内容を解釈している。 
・「話すこと・聞くこと」において、話題や展開を捉えながら話し
合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめている。 

・積極的に必要な情報に着目して要約し，自分の考えを文章にまとめようと
している。 
・読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を進んで見
いだし，学習課題に沿って書評を書き，助言し合おうとしている。 
・学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 
・単語の類別を理解するために，今までの学習を生かして，積極的にその前
提となる文の組み立てについて理解しようとしている。 
・伝統的な言語文化に関するこれまでの学習を生かして，積極的に語感を磨
き，言語文化を大切にしようとしている。 
・必要な情報に着目して、粘り強く要約し、試行錯誤しながら自分の考えを
文章にまとめようとしている。 
・今までの学習を生かして、積極的に原因と結果の関係について理解しよう
としている。 
・進んで話題や展開を捉え、学習課題に沿って、話し合いをよりよく進める
ために気をつけることについて、考えをまとめようとしている。 
・積極的に互いの発言を結び付けて考え、学習の見通しをもってグループで
話し合いをしようとしている。 

A(3) 

A(5) 

C(17) 

 

 
伝統文
化 

ノート 

発表 

授業観察 

書き初め 

プリント 

作品 

 いつも
本はそ
ばに 

・研究の現場にようこそ 
・読書案内 本の世界を
広げよう 

・読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすること
に役立つことを理解している。 
  

・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えを確かなものにしている。 
 

・読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つこ
とを積極的に理解し、今までの学習を生かして考えたことを伝え合おうとし
ている。 
 

A(5) 

D(21) 

 授業観察 

プリント 

３ 

１ 

２ 

 

３ 

30 

自分を
見つめ
る 

・少年の日の思い出 
・漢字に親しもう５ 
・文法への扉 単語の性質
を見つけよう 
・二十歳になった日 
・構成や描写を工夫して
書こう 
漢字３ 漢字の成り立ち 
・一年間の学びを振り返
ろう 
・ぼくが ここに 
・書き初め 
・一年間のまとめ（書写） 
・百人一首 

・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書
的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使
うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 
・学年別漢字配当表に示されている漢字に加え、その他の常用漢
字のうち300字程度から400字程度までの漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使っている。 
・単語の類別について理解している。 
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使って
いる。 
・漢字の成り立ちについて理解し，漢和辞典を使って調べている。 
・音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。 
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使って
いる。 
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしか
たや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。 
・共通語と方言の果たす役割について理解している。 

・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の効果について，
根拠を明確にして考えている。 
・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしている。 
・「書くこと」において，書く内容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えている。 
・学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとし
ている。 
・「読むこと」において，場面と場面，場面と描写などを結び付け
て，内容を解釈している。 
・「書くこと」において，根拠を明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫している。 
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応を踏まえながら，
自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫している。 
・「話すこと・聞くこと」において、話題や展開を捉えながら話し
合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめている。 
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。 
・「読むこと」において，文章の中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握してい
る。 
・「読むこと」において、表現の効果について、根拠を明確にして
考えている。 

・文章の構成や展開，表現の効果について積極的に考え，学習の見通しをも
って別の人物の視点から文章を書き換えようとしている。 
・今までの学習を生かして，積極的に単語の類別について理解しようとして
いる。 
・学習課題に沿って、積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 
・進んで心情を表す表現とその効果について考え、学習したことを生かして
筆者のものの見方を捉え、随筆を読み味わおうとしている。 
・粘り強く文章の構成や展開を考え，学習の見通しをもって随筆を書こうと
している。 
・積極的に比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し，学習課
題に沿ってそれらを使おうとしている。 
・集めた材料を積極的に整理し，今までの学習を生かして要点をフリップに
まとめ，発表しようとしている。 
・文章を読んで理解したことに基づいて，積極的に自分の考えを確かなもの
にし，考えたことを伝え合おうとしている。 
・今までの学習を生かして，それぞれの学習課題に粘り強く取り組もうとし
ている。 
・積極的に詩を読み味わって考えを深め、学習課題に沿って、考えたことを
伝え合おうとしている。 

A(1) 

A(3) 

C(17) 

C(14) 

B(9) 

D(19) 

D(20) 
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発表 

授業観察 
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定期テスト 

作品暗唱 



 

令和７年度 １年生 社会科（地理的分野） 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 道徳・

人権指導との関わり 

健康教育、食

育、伝統・文化

理解との関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

1 

 

 

 

 

4 

5 

9 世 界

の姿  

世界にはどのような

国があるか，その位

置を表し方を考えさ

せる。  

緯度と経度，大陸と海洋の分

布，主な国々の名称と位置な

どを基に，世界の地域構成を

大観し理解している。 

世界の地域構成の特色を，大陸と海

洋の分布や主な国の位置，緯度や経

度などに着目して多面的・多角的に

考察し，表現している。 

世界の地域構成について，よりよい

社会の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究しようとしてい

る。 

  ファイル 

ワーク 

定期考査 

5 

6 

8 

 

 

日 本

の姿 

日本の位置や広がり

には，どのような特

色があるか考えさせ

る。 

我が国の国土の位置，世界各

地との時差，領域の範囲や変

化とその特色などを基に，日

本の地域構成を大観し理解し

ている。 

日本の地域構成の特色を，周辺の海

洋の広がりや国土を構成する島々の

位置などに着目して多面的・多角的

に考察し，表現している。 

日本の地域構成について，よりよい

社会の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究しようとしてい

る。 

 国旗から伝統・文

化を探る 

ファイル 

ワーク 

定期考査 

 

6 

7 

 

12 

 

人 々

の 生

活 と

環境 

世界各地の人々の生

活と自然環境の関わ

りを考えさせる。 

人々の生活は，その生活が営

まれる場所の自然及び社会的

条件から影響を受けたり，そ

の場所の自然及び社会的条件

に影響を与えたりすることを

理解している。 

世界各地における人々の生活の特色

やその変容の理由を，その生活が営

まれる場所の自然及び社会的条件な

どに着目して多面的・多角的に考察

し，表現している。 

世界各地の人々の生活と環境につい

て，よりよい社会の実現を視野にそ

こで見られる課題を主体的に追究し

ようとしている。 

Ｃ（１８） 

 

世界の衣食住 

世界の環境 

ファイル 

ワーク 

定期考査 

2 

 

9 

10 

5 オ セ

ア ニ

ア州 

オセアニア州では，

他地域との関係によ

って，地域にどのよ

うな影響が生じてい

るのか考えさせる。 

自然環境の影響を受けながら

生活するオセアニア州に暮ら

す人々のようすと，多文化社会

の問題点を克服しながら多様

な民族が共存するオーストラ

リアやニュージーランドの社

会を理解するとともに、地図や

統計資料などから，オセアニア

州とアジア州との深い関係を

調べまとめている。 

オセアニア州の国々が，旧宗主国であ

るヨーロッパの国と密接な関係を保

ちながら，近年アジアとのつながりを

深めている理由や課題を多面的・多角

的に考察している。 

広大な海洋を背景に展開される生活

や，オーストラリアやニュージーラン

ドの多文化社会に着目しながら，オセ

アニア州の地域的特色や地域の新た

な課題を主体的に追究、解決しようと

している。 

Ｃ（１８） 

 

日本と世界各地

の伝統・文化の比

較と検討 

ファイル 

ワーク 

定期考査 

10 

11 

8 ヨ ー

ロ ッ

パ州 

ヨーロッパ州では，

国どうしの結び付き

が強まることにより

地域にどのような影

響が生じているか考

えさせる。 

ヨーロッパ州に暮らす人々の

生活をもとに、ヨーロッパ州の

地域的特色を大観し、EU統合や

文化の多様性に関わる課題が

地域的特色の影響を受けて独

自の様相を見せていることを

理解する。 

他地域との結びつきや地域などに関

わる視点に着目して、EU 統合や文化

の多様性に関わる課題の要因や影響

をヨーロッパ州の地域的特色と関連

付けて、多面的・多角的に考察し、表

現している。 

日本との比較をまじえながら，ヨーロ

ッパ州の人々の生活に関心をもち，地

域的特色及び EU 統合や文化の多様性

に関わる課題を意欲的に追究しよう

としている。 

Ｃ（１８） 

 

日本と世界各地

の伝統・文化の比

較と検討 

ファイル 

ワーク 

定期考査 

12 6 ア フ

リ カ

州 

アフリカ州の国々で

は，特定の産物に頼

る経済が，地域にど

んな影響を与えてい

るか考えさせる。 

アフリカ州の人々の生活や産

業の特色を，歴史的背景をふま

えて理解しているとともに、資

料からアフリカ諸国とヨーロ

ッパ諸国との関係の深さを調

べまとめている。 

一つの国が輸出品を特定の農産物や

鉱産資源にたよるようになった原因

を追及し，そのような貿易形態の問題

点を多面的多角的に考察し、解決に向

けて選択・判断している。 

モノカルチャー経済やヨーロッパと

の関係に着目しながら，アフリカ州の

地域的特色に関心を高め、課題の解決

を主体的に追究しようとしている。 

Ｃ（１８） 

 

日本と世界各地

の伝統・文化の比

較と検討 

ワークシート 

復習プリント 

定期考査 

 

3 1 7 北 ア

メ リ

カ州 

北アメリカ州では，

米国を中心に巨大な

産業が発達した結

果，地域にどのよう

な影響が生じている

か考えさせる。 

多様な民族が暮らすアメリカ

合衆国において，広大な国土を

利用して大規模な農業が行わ

れていることや世界をリード

し続けている工業の姿につい

て理解しまとめている。 

北アメリカ州の地域的特色や課題を，

そこに暮らす人々の生活のようすを

もとに，多面的・多角的に考察してい

る。 

世界に大きな影響を与える北アメリ

カ州の産業や文化について主体的に

追究し、課題を解決しようとしてい

る。 

Ｃ（１８） 

 

日本と世界各地

の伝統・文化の比

較と検討 

ワークシート 

復習プリント 

定期考査 

2 6 南 ア

メ リ

カ州 

南アメリカ州では，

開発が進むことによ

って，地域にどのよ

うな影響が生じてい

るか考えさせる。 

多様な文化を受け入れながら

独自の文化を形成してきた歩

みと，経済成長をとげた国とそ

うでない国とが共存する地域

の姿を理解し、ブラジルでは経

済発展が進む一方で，経済格差

などの問題が生じていること

を，本文や資料から調べまとめ

ている。 

近年の顕著なブラジルの経済成長の

要因と，経済成長とともに環境問題が

起きていることやその解決を多面的・

多角的に考察している。 

多民族の共存や近年の経済成長に着

目しながら，南アメリカ州の地域的特

色と農地や鉱山の開発の地域に対す

る影響を主体的に追究し、解決しよう

としている。 

Ｃ（１８） 

 

日本と世界各地

の伝統・文化の比

較と検討 

ファイル 

ワーク 

定期考査 

3 ９ ア ジ

ア州 

アジア州における経

済成長は，地域にど

のような影響を与え

ているか考えさせ

る。 

アジア州をいくつかの地域に

分けて人口増加と急激な経済

発展によるさまざまな影響を

整理し，地域ごとの違いをふま

えながらアジア州全体の地域

的特色や課題を理解している。 

他地域との結びつきやアジア州とい

う地域に着目し、人口増加と急激な経

済発展を取り上げて、アジア州に暮ら

す人々に与える影響やそれによって

生じる課題を多面的・多角的に考察、

表現させる。。 

人口増加と急激な経済発展を中心に、

アジア州に暮らす人々に与える影響

やそれによって生じる課題を主体的

に追究し解決しようとしている。 

Ｃ（１８） 

 

日本と世界各地

の伝統・文化の比

較と検討 

ファイル 

ワーク 

定期考査 



令和７年度 １年生 社会科（歴史的分野） 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 道徳・

人権指導との関わり 

健康教育、食

育、伝統・文化

理解との関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

1 

 

 

4 

5 

 

2 歴 史

の 流

れ と

時 代

区分 

年代の表し方

や時代区分の

意味や意義に

ついての基本

的な内容を理

解させる。 

年代の表し方や時代区分の意味や意

義についての基本的な内容を理解し

ている。資料から歴史に関わる情報

を読み取ったり，年表などにまとめ

たりするなどの技能を身に付けてい

る。 

時期や年代，推移，現在の私たちと

のつながりなどに着目して，歴史上

の人物や文化財，出来事などから適

切なものを取り上げ，時代区分との

関わりなどについて考察し表現して

いる。 

過去を継承しつつ，現在に生きる自

身の視点から歴史に問いかけ，より

よい社会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に追究しようとし

ている。 

 歴史の流れから

伝統・文化を探る 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

 

5 

6 

4 人 類

の 登

場 か

ら 文

明 の

発生 

世界各地の文

明は，どのよ

うに成立し，

発展したのか

考えさせる。 

世界の古代文明や宗教のおこりをも

とに，世界の各地で文明が築かれた

ことを理解しているとともに，諸資

料から歴史に関する様々な情報を効

果的に調べまとめている。 

古代文明や宗教が起こった場所や環

境に着目して，文明や宗教の特徴を

比較して考察し，共通点に気づくな

ど，事象を相互に関連付けるなどし

て，古代の社会の変化の様子を多面

的・多角的に考察し，表現してい

る。 

世界の古代文明や宗教のおこりにつ

いて，よりよい社会の実現を視野に

そこで見られる課題を主体的に追究

しようとしている。 

Ｃ（１８） 

 

古代文明や宗教

などの伝統・文化

理解 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

7 4 東 ア

ジ ア

の 中

の倭 

日本列島に

は，どのよう

にクニが出来

て，勢力を広

げたのか考え

させる。 

日本列島における農耕の広まりと生

活の変化や当時の人々の信仰，大和

政権による統一の様子と東アジアと

のかかわりなどをもとに，東アジア

の文明の影響を受けながらわが国で

国家が形成されていったことを理解

しているとともに，諸資料から歴史

に関する様々な情報を効果的に調べ

まとめている。 

農耕の広まりや生産技術の発展に着

目して，農耕の広まりが生活や社会

に与えた影響を考察するなど，事象

を相互に関連付けるなどして，古代

の社会の変化の様子を多面的・多角

的に考察し，表現している。 

日本列島における国家形成につい

て，よりよい社会の実現を視野にそ

こで見られる課題を主体的に追究し

ようとしている。 

Ｃ（１７） 人々の暮らしと

食生活 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

2 9 

10 

6 中 国

に な

ら っ

た 国

家 づ

くり 

日本の古代国

家は，どのよ

うな国づくり

を行ったのか

考えさせる。 

律令国家の確立に至るまでの過程を

もとに，東アジアの文物や制度を積

極的に取り入れながら国家のしくみ

が整えられ，その後，天皇や貴族に

よる政治が展開したことを理解して

いるとともに，諸資料から歴史に関

する様々な情報を効果的に調べまと

めている。 

東アジアとの接触や交流と政治や文

化の変化に着目して，東アジアの動

きが政治や文化に与えた影響を考察

するなど，事象を相互に関連付ける

などして，古代の社会の変化の様子

を多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

律令国家の形成について，よりよい

社会の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究しようとしてい

る。 

Ｃ（１１） 衣食住の変化 ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

11 4 展 開

す る

天

皇 ・

貴 族

の 政

治 

これまでに中

国から取り入

れた制度や文

化は，どのよ

うに展開した

のか考えさせ

る。 

摂関政治をもとに，天皇や貴族によ

る政治が展開したことを理解してい

るとともに，諸資料から歴史に関す

る様々な情報を効果的に調べまとめ

ている。 

東アジアとの接触や交流と政治や文

化の変化に着目して，東アジアの動

きが政治や文化に与えた影響を考察

するなど，事象を相互に関連付ける

などして，古代の社会の変化の様子

を多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

古代の文化と東アジアとの関わりに

ついて，よりよい社会の実現を視野

にそこで見られる課題を主体的に追

究しようとしている。 

Ｃ（１７） 文化の国風化に

よる衣食住の変

化 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

12 

 

5 武 士

の 世

の 始

まり 

武家政権はど

のように誕生

し，どのよう

な政治を行っ

たのか考えさ

せる。 

鎌倉幕府の成立などをもとに，武士

が台頭して，主従の結び付きや武力

を背景とした武家政権が成立し，そ

の支配が広まったことを理解してい

るとともに，諸資料から歴史に関す

る様々な情報を効果的に調べまとめ

ている。 

武士の政治への進出と展開や貴族の

政治との違いに着目して，武家政治

の特徴を考察するなど，事象を相互

に関連付けるなどして，古代から中

世の社会の変化の様子を多面的・多

角的に考察し，表現している。 

武家政治の成立とユーラシアの交流

について，よりよい社会の実現を視

野にそこで見られる課題を主体的に

追究しようとしている。 

Ｃ（１７） 時代の移り変わ

りによる衣食住

の変化 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

3 1 

2 

4 武 家

政 権

の 内

と外 

ユーラシア大

陸からの影響

によって，日

本にどのよう

な変化が起こ

ったか考えさ

せる。 

元寇が国内に及ぼした影響，南北朝

の争乱と室町幕府，日明貿易，琉球

の国際的な役割などをもとに，武家

政治の展開とともに，東アジア世界

との密接なかかわりが見られたこと

を理解しているとともに，諸資料か

ら歴史に関する様々な情報を効果的

に調べまとめている。 

東アジアの交流に着目して，東アジ

アの動きが国内の政治や社会に与え

た影響を考察するなど，事象を相互

に関連付けるなどして，中世の社会

の変化の様子を多面的・多角的に考

察し，表現している。 

武家政治の展開と東アジアの動きに

ついて，よりよい社会の実現を視野

にそこで見られる課題を主体的に追

究しようとしている。 

Ｃ（１８） 

 

アジア文化の伝

播と継承 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 

2 

3 

6 人 々

の 結

び 付

き が

強 ま

る 社

会 

武士や民衆は

どのような結

び付きの社会

をつくってい

ったのか考え

させる。 

農業など諸産業の発達，都市や農村

における自治的なしくみの成立，多

様な文化の形成，応仁の乱後の社会

的な変動などをもとに，民衆の成長

を背景とした社会や文化が生まれた

ことを理解しているとともに，諸資

料から歴史に関する様々な情報を効

果的に調べまとめている。 

農業や商工業の発達に着目して，民

衆の成長が社会に与えた影響を考察

するなど，事象を相互に関連付ける

などして，中世の社会の変化の様子

を多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

民衆の成長と新たな文化の形成につ

いて，よりよい社会の実現を視野に

そこで見られる課題を主体的に追究

しようとしている。 

Ｃ（１７） 

 

室町時代に生ま

れ現在につなが

る文化や習慣を

知る 

ワークシート 

復習プリント 

コンテスト 

定期考査 



 

学

期 
月 

時

数 

単

元 

主な指導 

内容 

主な評価規準 道徳指導・ 

人権指導 

との関わり 

健康教育、食

育、伝統・文化

理解との関わり 

主な評価

方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ ４ 

５ 

 

18 

正

負

の

数 

正の数と負の

数について，理

解し，その四則

の計算をし 

数の性質や関

係を調べる。 

 

・正負の数の必要性と意味を具体的な場

面と結び付けて理解している。 

・正負の数の大小関係や絶対値の意味を

理解している。 

・正負の数の四則計算をすることができ

る。 

・具体的な場面で正負の数を用いて表し

たり処理したりすることができる。 

・算数で学習した数の四則計算と関連づけて，正

負の数の四則計算の方法を考察し表現するこ

とができる。 

・数の集合と四則計算の可能性について捉え直

すことができる。 

・正負の数を活用して様々な事象における変化

や状況を考察し表現することができる。 

・正負の数の必要性と意味を考えようとして

いる。 

・正負の数について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

・正負の数を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

B―（９） 

相 互 理 解 

寛容 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

１ 

 

２ 

６

７

９ 

 

22 

文

字

と

式 

文字を用いて

関係や法則を

式に表現し，文

字を用いた式

の計算ができ

るようにする。 

 

・文字を用いることの必要性と意味を理

解している。 

・文字を用いた式における積や商の表し

方を知っている。 

・文字を用いた式の文字に数を代入し

て，その式の値を求めることができ

る。 

・簡単な 1次式の計算をすることができ

る。 

・数量の関係や法則などを，文字を用い

た式に表すことができることを理解

している。 

・数量の関係や法則などを，文字を用い

た式を用いて表したり，読み取ったり

することができる。 

・具体的な場面と関連づけて，1 次式の加法と減

法の計算の方法を考察し表現することができ

る。 

・文字を用いた式を活用して，具体的な事象を考

察し表現することができる。 

・文字を用いることの必要性と意味を考えよ

うとしている。 

・文字を用いた式について学んだことを生活

や学習に生かそうとしている。 

・文字を用いた式を活用した問題解決の過程

を振り返って検討しようとしている。 

A―（４） 

強い意志 

 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

２ 

 

９ 

10 

11 

 

15 

 

方

程

式 

方程式を理解

し、簡単な方

程式を解くこ

とができるよ

うにする。 

・方程式の必要性と意味を理解してい

る。 

・方程式の解や等式の性質，移項の意味

を理解している。 

・等式の性質の意味を理解し，等式の性

質を用いて方程式を解くことができ

る。 

・移項の考えを用いて方程式を解くこと

ができる。 

・簡単な１次方程式，比例式を解くこと

ができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目し，

1 次方程式をつくることができる。 

・１次方程式を用いて具体的な場面の問

題解決を行うときの，解の吟味の意味

と必要性を理解している。 

・等式の性質をもとにして，１次方程式を解く方

法を考察し表現することができる。 

・方程式において，移項できる理由を等式の性質

をもとにして考察し表現することができる。 

・具体的な場面の問題において，１次方程式を活

用し，問題を解決することができる。 

・具体的な場面の問題において，解を吟味して解

答としてよいことを判断することができる。 

・方程式の必要性と意味を考えようとしてい

る。 

・正負の数や文字を使った式で学んだことを

生かして，方程式を効率的に解く方法を検

討している。 

・方程式について学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

・方程式を活用した問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

A―（１） 

自主 自立 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

２ 

 

３ 

11 

12 

１ 

 

21 

比

例

と

反

比

例 

比例，反比例の

意味を理解し，

表，式，グラフ

を用いて，表す

ことができる

ようにする。 

・関数関係の意味を理解している。 

・比例，反比例について理解している。 

・比例，反比例を表，式，グラフなどに

表すことができる。 

・比例，反比例として捉えられる 2つの数量につ

いて，表，式，グラフなどを用いて調べ，それ

らの変化や対応の特徴を見いだすことができ

る。 

・比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察

し 

表現することができる。 

・関数関係の意味や比例，反比例について考

えようとしている。 

・比例，反比例について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

・比例，反比例を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 

A―（５） 

真 理 の 探

究 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

１ 

 

２ 

 

４

５

６ 

７

９

10 

 

14 

平

面

図

形 

平面図形につ

いての理解を

深め，基本的な

図形を，作図で

きるようにす

る。 

 

・平行移動，対称移動及び回転移動につ

いて理解している。 

・平面図形に関する用語や記号の意味と

使い方を理解している。 

・角の二等分線，線分の垂直二等分線，

垂線などの基本的な作図の方法を理

解している。 

・おうぎ形の弧の長さと面積を求めるこ

とができる。 

・図形の移動に着目し，２つの合同な図形の関係

について考察し表現することができる。 

・線対称な図形の性質をもとにして，基本的な作

図の方法を考察し表現することができる。 

・図形の移動や基本的な作図を具体的な場面で

活用することができる。 

・平面図形の性質や関係を捉えることの必要

性と意味を考えようとしている。 

・平面図形について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

・図形の移動や基本的な作図を活用した問題

解決の過程を振り返って検討しようとし

ている。 

A―（５） 

真 理 の 探

究 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

２ 

 

３ 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 

18 

空

間

図

形 

図形を観察，操

作を通して考

察し，空間図形

についての理

解を深める。 

 

・空間における直線や平面の位置関係を

理解している。 

・立体図形の展開図や投影図について理

解している。 

・柱体や錐体，球の表面積と体積を求め

ることができる。 

・空間図形を直線や平面図形の運動によって構

成されるものと捉えることができる。 

・空間図形を平面上に表現して平面上の表現か

ら空間図形の性質を見いだすことができる。 

・立体図形の表面積や体積の求め方を考察し表

現することができる。 

・空間図形の性質や関係を捉えることの必要

性や意味を考えようとしている。 

・空間図形について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

A―（５） 

真 理 の 探

究 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

３ ２ 

３ 

 

11 

デ 

| 

タ

の

分

析

と

活

用 

様々な自称に

ついての資料

を整理し、傾

向を読み取れ

るようにする 

・ヒストグラムや相対度数などの必要性

と意味を理解している。 

・累積度数，累積相対度数の必要性と意

味を理解している。 

・代表値や範囲の必要性と意味を理解し

ている。 

・コンピュータなどの情報手段を用いる

などしてデータを表やグラフに整理

することができる。 

・多数の観察や多数回の試行によって得

られる確率の必要性と意味を理解し

ている。 

・目的に応じてデータを収集して分析し，そのデ

ータの分布の傾向を読み取り，批判的に考察し

判断することができる。 

・多数の観察や多数回の試行の結果をもとにし

て，不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み

取り表現することができる。 

・ヒストグラムや相対度数の必要性や意味を

考えようとしている。 

・ヒストグラムや相対度数について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとしている。 

・ヒストグラムや相対度数を活用した問題解

決の過程を振り返って検討したり，多面的

に捉え考えようとしたりしている。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られ

る確率の必要性や意味を考えようとして

いる。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られ

る確率について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

A―（１） 

自主 自立 

 定期考査 

観察、授業

ノート 

ワーク 

小テスト 

令和７年度 １年生 数学科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 



令和７年度 １年生 理科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学

期 
月 

時

数 

単

元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 道徳・

人権指導との関わり 

健康教育、食

育、伝統・文化

理解との関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7  

9 

10 

11 

12 

1 

26 1 

い

ろ

い

ろ

な

生

物

と

そ

の 

共

通

点 

●植物の世界 

校庭の植物 

水中の生物①

花のつくりと

はたらき 

②葉・茎・根

のつくり 

③植物の分類 

●動物の分類 

セキツイ動物

と無セキツイ

動物の特徴と

分類 

植物のからだの共通点と相違点

を理解するとともに，それらの

観察などに関する技能を身につ

ける. 

動物のからだの共通点と相違点

を理解するとともに，それらの

観察，実験などに関する技能を

身につける。 

身近な植物についての観察，実

験などを通して，植物の共通点

や相違点を見いだすとともに，

植物を分類するための観点や基

準を見いだして表現する。 

身近な動物についての観察，実

験などを通して，動物の共通点

や相違点を見いだすとともに，

動物を分類するための観点や基

準を見いだして表現する。 

植物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり，科学的に探究しようと

する態度と生命を尊重し，自然

環境の保全に寄与する態度を養

う。 

動物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり，科学的に探究しようと

する態度と，生命を尊重し，自

然環境の保全に寄与する態度を

養う。 

D（20） 

 

食育 授業観察 

小テスト 

定期考査 

実験プリン

ト 

ノート（授業

プリント）の

取り組み 

ワークの取

り組み 

 

1 

2 

3 

 

 

 

4 

5 

6 

7 

9 

10 

11 

12 

1 

 

27 2 

身

の

ま

わ

り

の

物

質 

●身のまわり

の物質 

①身のまわり

の物質とその

性質 

②気体の性質 

③水溶液の性

質 

④物質の姿と

状態変化 

身のまわりの物質や水溶液、状

態変化などをさまざまな方法で

調べる実験を通して，物質には

密度や加熱したときの変化など

固有の性質と共通の性質がある

ことを見いだして理解するとと

もに，実験器具の操作，記録の

しかたなどの技能を身につけ

る。 

身のまわりの物質について，問

題を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，物質の性

質や状態変化における規則性を

見いだして表現する。 

物質のすがたに関する事物・現

象に進んでかかわり，科学的に

探究しようとする態度を養うと

ともに，自然を総合的に見るこ

とができるようにする。 

A(5)  授業観察 

小テスト 

定期考査 

実験プリン

ト 

ノート（授業

プリント）の

取り組み 

ワークの取

り組み 

 

3 

 

2 

3 

26 3 

身

の

ま

わ

り

の

現

象 

●身のまわり

の現象 

①光の世界 

②音の世界 

③力の世界 

光や音、力についての観察，実

験を通して，光が境界面で反

射，屈折するときの規則性や，

物質の位置と像の位置および像

の大きさの関係、音の高さや大

きさは発音体の振動に関係する

こと物体にはたらく2力のつり

合う条件を理解するとともに，

それらの観察，実験などに関す

る技能を身につける。 

 

光や音、力について問題点を見

いだし，見通しをもって観察，

実験などを行い，光や音の性質

の規則性や関係性を見いだして

表現する。 

 

光や音、力に関する事物・現象

に進んでかかわり，科学的に探

究しようとする態度を養うとと

もに，自然を総合的に見ること

ができるようにする。 

 

A(5)  授業観察 

小テスト 

定期考査 

実験プリン

ト 

ノート（授業

プリント）の

取り組み 

ワークの取

り組み 

 

1 

2 

3 

 

4 

5 

7 

9 

10 

11 

12 

1 

 

 

 

26  4 

大

地

の

変

化 

●大地の変化 

①火をふく大

地 

②動き続ける

大地 

③地層から読

みとる大地の

変化 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら，火山活動と

火成岩，地震の伝わり方と地球

内部のはたらき，地層の重なり

と過去のようすや自然の恵みや

災害についての基本的な概念や

原理・法則などを理解するとと

もに，それらの観察・実験の技

能を身につける。 

 

火山，地震、地層の重なり 

や自然のめぐみと災害について，

問題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，地下のマ

グマの性質と火山の形との関係

性や地震の原因と地球内部のは

たらきとの関係性，地層の重なり

方や広がり方の規則性などを見

いだして表現する。 

火山、地震、地層の重なりや自然

のめぐみと災害に関する事物・現

象に進んでかかわり，科学的に探

究しようとする態度と，自然環境

の保全に寄与する態度を養うと

ともに，自然を総合的に見ること

ができるようにする。 

A(5) 伝統・文化理解 授業観察 

小テスト 

定期考査 

実験プリン

ト 

ノート（授業

プリント）の

取り組み 

ワークの取

り組み 

 



令和７年度 １年生 音楽科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 

道徳・人権指

導との関わり 

健康教育、食

育、伝統・文化

理解との関わり 

主な評価方

法 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

９ 

10 

11 

12 

 

１ 

２

３ 

３

３

４

４   

 

４ 

５ 

３ 

２ 

 

２

３

３ 

歌唱 パート分け 校歌  

「夢の世界を・let’s ｓ

ｅａｒｃｈ ｆｏｒ ｔｏ

ｍｏｒｒｏｗ」 

「カリブ夢の旅」 

音楽祭自由曲 

浜辺の歌 

赤とんぼ  

新年度にむけての合唱の取

り組み 

歌詞の内容や曲想を生かした

音楽表現をするために必要な

技能（発声，言葉の発音，呼

吸法，身体の使い方，読譜の

仕方など）を身に付けて歌っ

ている。 

音楽を形づくっている要素（音色，

リズム，速度，旋律，テクスチュ

ア，強弱，形式，構成など）を知覚

し，それらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら，歌詞の内容

や曲想を感じ取って音楽表現を工夫

できる。 

歌詞の内容や曲想に関心をも

ち，音楽表現を工夫して歌う

学習に主体的に取りくもうと

している。 

Ｃ－（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ－（17） 

Ｃ－（17） 

Ｂ－（8 

日本の歌曲 実技テスト 

定期考査 

ワークシー

ト 

授業観察 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

 

             

 

11 

12 

 

１    

 

 

１ 

２ 

 

１ 

器楽  アルトリコーダーの基礎的

な奏法 

「喜びの歌」 

「聖者の行進」 

曲想を生かした音楽表現をす

るために必要な技能（奏法，

呼吸法、姿勢や身 

体の使い方，読譜の仕方な

ど）を身に付けて演奏してい

る 

音楽を形づくっている要素（音色，

リズム，速度，旋律，テクスチュ

ア，強弱，形式，構成など）を知覚

し，それらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら，歌詞の内容

や曲想を感じ取って音楽表現を工夫

し、どのように演奏するかについて

思いや意図をもっている。 

楽器の特徴（楽器の構造や奏

法，その楽器固有の音色や響

き，よさなど）に関心をも

ち，基礎的な奏法（楽器の初

歩的な演奏方法など）で演奏

する学習に主体的に取り組も

うとしている。 

Ｃ―（18） 国際理解 

「ドイツ・イギ

リスの楽曲」 

実技テスト 

定期考査 

ワークシー

ト 

授業観察 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

５ 

６ 

 

９ 

 

１ 

１

２ 

 

１ 

 

１ 

鑑賞 「春」 

「魔王」   

     

雅楽「平調 越天楽」 

 

箏曲「六段の調べ」 

曲想と音楽の構造との関わり

について理解している。 

音楽を形づくっている要素（音色，

リズム，速度，旋律，テクスチュ

ア，強弱，形式，構成など）を知覚

し，それらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら，音楽のよさ

や美しさを味わって聴いている。 

音楽を形づくっている要素や

構造（音楽を形づくっている

要素そのものや要素同士の関

わり方及び音楽全体がどのよ

うに成り立っているかなど，

音や要素の表れ方や関係性，

音楽の構成や展開の有り様な

ど）と曲想（その音楽固有の

表情や味わいなど）との関わ

りに関心をもち，鑑賞する学

習に主体的に取り組もうとし

ている。 

 

 

Ａ―（３） 

Ｃ－（２１） 

国際理解 

「イタリア・ド

イツの作曲家」 

実技テスト 

ワークシー

ト 

授業観察 



令和７年度 １年生 美術科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 道

徳・人権指導と

の関わり 

健康教育、食

育、伝統・文化

理解との関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

 

 

 

 

 

４ １ 鑑賞 

美術っ
て何だ
ろう？  

これからの美

術で学ぶこと

を理解する。 

 表現のよさや美しさを感じ取り、見

方や感じ方を広げている。 

美術とは何か」を自分なりに考えよ

うとしている。 

D(22) 

 

 授業取り組み 

ワークシート 

定期考査 

４ 

５ 

６ 表現 

見 つ

め，感

じ 取

り，描

く 

身近なものの

中に潜む美に

気づき，愛着

をもって描こ

うとする気持

ちを育成す

る。 

形や色，質感などが感情にもたらす

効果や，造形的な特徴をもとに，身

近なものを全体のイメージで捉える

ことを理解している。 

自分のあらわしたいものに合った材

料や用具を選択し，意図に応じて工

夫してあらわしている。 

身近なものを見つめ，感じ取った特

徴や，ものに託した自分の思いなど

をもとに主題を生み出し，全体と部

分との関係などを考え，創造的な構

成を工夫し，心豊かに表現する構想

を練っている。 

美術の創造活動の喜びを味わい，楽

しく身近なものを描いた作品からさ

まざまな表現の工夫を感じ取る鑑賞

の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

D(21)  授業取り組み 

ワークシート 

作品 

定期考査 

５ ２ 鑑賞 

絵から

物語を

つむぐ 

物語性のある

作品を鑑賞

し，想像を膨

らませる。 

作品を鑑賞し，描かれている人物や

状況から，自分なりの物語を想像す

る。 

形や色，余白や遠近感による構成や

構図などが感情にもたらす効果や，

造形的な特徴などをもとに，絵のテ

ーマを全体のイメージで捉えること

について理解している。 

美術の創造活動の喜びを味わい，作

品から自分なりの物語を想像する鑑

賞の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

  授業取り組み 

ワークシート 

定期考査 

５ ２ 鑑賞 

形や材

料を比

べてみ

よう 

デザインに関

心をもち，使

う場面や目的

による材料や

形の違いなど

を感じ取る。 

形や色，材料や質感などが感情にもた

らす効果や，造形的な特徴などをもと

に，身の回りにある自然物や日用品の

美しさやおもしろさを全体のイメー

ジで捉えることについて理解してい

る。 

材料の組み合わせでできた作品の造

形的なよさや美しさを感じ取り，表現

のおもしろさを生みだす工夫などに

ついて考えるなどして，見方や感じ方

を広げている。 

美術の創造活動の喜びを味わい，楽し

く材料の組み合わせでできる表現の

工夫やおもしろさを感じ取る鑑賞の

学習活動に取り組もうとしている。 

  授業取り組み 

ワークシート 

定期考査 

６ 

７ 

８ 表現 

文字で

楽しく

伝える 

伝える相手と

内容を考えて

発想を広げ，

形や色を工夫

して文字をデ

ザインする。 

文字の形や色，構成などが見る人に

与える効果について理解している。 

ポスターカラーなどの材料や用具を

工夫して生かし，制作の順序を考

え，見通しをもってあらわしてい

る。 

デザインされた文字から，伝達の効

果と美しさなどを感じ取り，作者の

表現の意図や工夫などについて考え

るなどして，見方や感じ方を広げて

いる。 

美術の創造活動の喜びを味わい，楽

しく形や色を工夫して文字をデザイ

ンする表現の学習活動に取り組もう

としている。 

A(3)  授業取り組み 

ワークシート 

作品 

定期考査 

２ 

 

 

９ 

10 

 

10 

 

材料に

命を吹

き込む 

自然物や日用

品などの造形

を生かして主

題を生み出し

制作する 

身の回りにある自然物や日用品の美

しさやおもしろさを全体のイメージ

で捉えることについて理解してい

る。 

材料の組み合わせでできた作品の造

形的なよさや美しさを感じ取り，表

現のおもしろさを生みだす工夫など

について考えるなどして，見方や感

じ方を広げている。 

美術の創造活動の喜びを味わい，楽

しく材料の組み合わせでできる表現

の工夫やおもしろさを感じ取る鑑賞

の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

 食育 授業取り組み 

ワークシート 

作品 

定期考査 

10 

 

1 風神雷

神―受

け継が

れる日

本の美 

「風神・雷神

像」や，さま

ざまな絵師が

描いた「風神

雷神図屏風」

を鑑賞する。 

風神雷神をあらわした作品を比較し

て鑑賞し，それぞれのよさや違いに

ついて話し合う。また，屏風の特性

や鑑賞のしかたを理解して，作品の

見方や感じ方を広げる。 

形や色，材料，光などが感情にもた

らす効果や，作品の造形的な特徴，

屏風などの表現形式などをもとに，

日本の美術文化を全体のイメージや

作風で捉えることについて理解して

いる。 

美術の創造活動の喜びを味わい，作

品から自分なりの物語を想像する鑑

賞の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

C(１7) 日本の伝統文化 授業取り組み 

ワークシート 

定期考査 

11 

12 

7 

 

自然の

形や色

を見つ

めて 

モチーフの形

や色の面白さ

をとらえ、粘

土を使って表

現する。 

形や色彩，質感などが感情にもたら

す効果や造形的な特徴をもとに、自

然物の美しさやおもしろさを全体の

イメージで捉えることを理解してい

る。 

様々な感覚を通してとらえた自然物

の形や色彩、質感などをもとに主題

を生み出し、全体と部分との関係な

どを考え、創造的な構成を工夫し、

心豊かに表演する構想を練ってい

る。 

美術の創造活動の喜びを味わい，楽

しく自然物の形や色彩を表す表現の

学習活動に取り組もうとしている。 

  授業取り組み 

ワークシート 

定期考査 

３ １ 

２ 

３ 

8 木と親

しむ暮

らし 

木の特徴を理

解し，用途や

機能を考えて

作品をつく

る。 

形や色，材料などの性質や感情にも

たらす効果，造形的な特徴などをも

とに，木でつくられた作品を全体の

イメージで捉えることについて理解

している。 

用途や機能，使う人の気持ちを考え

て主題を生み出し，木の特徴の理解

にもとづき，使いやすさや機能と美

しさなどとの調和を考え，表現の構

想を練っている。 

美術の創造活動の喜びを味わい，木

を使って用途や機能，使う人の気持

ちを考えて作品をつくる表現の学習

活動に取り組もうとしている。 

  授業取り組み 

ワークシート 

作品 

確認シート 



令和６年度 １年生 保健体育科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 

道徳・人権

指導との関

わり 

健康教育、 

食育、伝統・

文化理解との

関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

 

４ 

５ 

１

５ 

陸上

競技 

短距離走 

リレー 

走高跳 

ハードル 

・陸上競技の特性や成り立ち、技術

の名称や行い方、その運動に関連し

て高まる体力などについて理解して

いる。 

・短距離走、リレーでは、滑らかな

動きで速く走ることやバトンの受け

渡しでタイミングを合わせることが

できる。 

・走り高跳びでは、リズミカルな助

走から素早く踏み切って跳ぶことが

できる。 

・ハードル走では、リズミカルな走

りから滑らかにハードルを越すこと

ができる。 

・動きなどの自己の課題を発見し、

合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えている。 

・陸上競技に積極的に取り組むととも

に、勝敗や一人一人の違いに応じた課題

や挑戦を認めようとしたり、周囲の安全

に気を配ったりしている。 

Ｂ（９）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

５ ３ 体育

理論 

運動やスポーツ

の多様性 
・運動やスポーツの、必要性と楽し

さ、多様な関わり方、楽しみ方、心

身に及ぼす効果、社会性の発達に及

ぼす効果などについて、言ったり書

き出したりしている。 

・｢運動やスポーツが多様であるこ

と｣、｢運動やスポーツの意義や効

果｣などについて、出された意見や

集めた情報を分析したり、整理した

り、説明している。 

・運動やスポーツが多様であることにつ

いて(情報を集めたり、意見を交換したり

する等の)活動を通して、学習に積極的に

取り組もうとしている。 

Ｃ（１２）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

 

６ ５ 保健 健康な生活と病

気の予防 

 

 

 

・健康の成り立ちと疾病の発生要

因、生活習慣と健康について理解し

ている。 

 

 

 

・健康な生活と疾病の予防につい

て、課題を発見し、その解決に向け

て自己の考えたことを書き出してい

る。 

 

 

 

・健康な生活と疾病の予防についての課

題解決に向けて、話し合いや意見交換な

どの学習活動に意欲的に取り組もうとし

ている。 

 

 

 

Ｄ（１９）  ワークシートの

取組 

定期考査 

６ 

７ 

８ 水泳 クロール 

平泳ぎ 

背泳ぎ 

・クロール･平泳ぎでは、手と足、

呼吸のバランスをとり速く泳いだり

するこができる。 

・水中からのスタート及び、ターン

後の水中動作ができる。 

泳法を身につけるための運動の行い

方のポイントを見つけている。 

・仲間と協力する場面で分担した役

割に応じた協力の仕方を見つけてい

る。 

・水泳の学習に積極的に取り組もうとし

ている。 

・仲間の学習を援助している。 

・水泳の事故防止に関する心得など健康･

安全に留意している。 

Ａ（３）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

 

１ 

２ 

 

７ 

 

８ 球技 ハンドボール ・ゴール型では、ゴール前での攻防

を展開するためのボール操作と空間

に走り込むなどの動きができる。 

・球技の特性や成り立ち、技術の名

称や行い方、球技に関連して高まる

体力、試合の行い方などについて理

解している 

・提供された練習から自己やチーム

の課題に応じた練習方法を書き出し

ている。 

・学習した安全上の留意点を、他の

練習場面や試合場面に当てはめてい

る 

・フェアなプレイを守ろうとしている。 

・分担した役割を果たそうとしている。 

・作戦などについての話し合いに参加し

ようとしている。 

Ｂ（９）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

 

 

 

２ 

 

 

９ ８ 球技 バレーボール ・ネット型では、ボールや用具の操作

と定位置に戻るなどの動きによって

空いた場所をめぐる攻防をすること

ができる。 

・球技の特性や成り立ち、技術の名称

や行い方、球技に関連して高まる体

力、試合の行い方などについて理解

している。 

・個人技術向上などの自己の課題を

発見し、合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するとともに、

自己や仲間の考えたことを他者に伝

えている。 

・球技の学習に積極的に取り組もうとし

ている。 

・フェアなプレイを守ろうとしている。 

・分担した役割を果たそうとしている。 

・安全に留意している。 

Ｂ（９）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

９ 

１

０ 

 

８ 器械

運動 

マット運動 

跳び箱運動 
・跳び箱運動では、基本的な技を行

うことができる。 

・技の名称や行い方について理解し

ている。 

・技を身につけるための運動の行い

方のポイントを見つけている。課題

に応じた練習方法を挙げている。 

・仲間と協力する場面で、分担した

役割に応じた協力の仕方を見つけて

いる。 

・器械運動の学習に積極的に取り組もう

としている。 

・よい演技を認めようとしている。 

・仲間の学習を援助しようとしている。 

・健康･安全に留意している。 

Ａ（３）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

１

０ 

６ 保健 心身の発達と心

の健康 

 

 

 

命の安全教育 

・身体機能の発達、生殖に関わる機

能の成熟について理解している。 

 

・心身の機能の発達と心の健康につ

いて、学習したことを自分たちの生

活や事例などと比較したり、関係を

見つけたりするなどして、筋道を立

ててそれらを説明している。 

・心身の機能の発達と心の健康について

課題の解決に向けての話し合いや意見交

換などの学習活動に意欲的に取り組もう

としている。 

・生殖機能の成熟について理解し、自他

の命を大切にしようとしている。 

Ｄ（１９）  ワークシートの

取組 

定期考査 

１

１ 

６ 武道 柔道 ・柔道では、投げたり抑えたりする

などの、攻防を展開するための、相

手の動きに応じた基本動作から基本

となる技ができる。 

・武道の伝統的な考え方について理

解している。 

・技を身につけるための運動の行い

方のポイントを書き出している。 

・仲間と協力する場面で、取り組み

方を工夫するとともに、自己の考え

たことを他者に伝えている。 

 

・武道に積極的に取り組むとともに相手

を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろう

としている。 

・仲間の学習を援助しようとしている。 

・禁じ技を用いないなど、健康･安全に留

意している。 

Ｃ（１６）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

１

２ 

３ 陸上

競技 

長距離走 ・長距離走では、自己のスピードを

維持できるフォームでペースを守り

ながら、一定の距離を走り、タイム

を短縮したり競走したりできる。 

・陸上競技の特性や成り立ち、陸上

競技に関連して高まる体力などにつ

いて理解している。 

・技術を身につけるため、運動の行

い方のポイントを書き出している。 

 

・課題に応じた練習方法を選んでい

る。 

・陸上競技の学習に積極的に取り組もう

としている。 

・勝敗などを認め、ルールやマナーを守

ろうとしている。 

・仲間の学習を援助しようとしている。 

Ａ（３）  授業の取組 

定期考査 

３ 

 

１ ５ 保健 心身の発達と心

の健康 

 

 

精神機能の発達と自己形成、欲求や

ストレスへの対処と心の健康につい

て理解している。 

 

・心身の機能の発達と心の健康につ

いて、学習したことを自分たちの生

活や事例などと比較したり、筋道を

立てたり、それらを説明している。 

・心身の機能の発達と心の健康について

課題の解決に向けての話し合いや意見交

換などの学習活動に意欲的に取り組もう

としている。 

Ｄ（１９）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

１ ６ ダン

ス 

 

現代的なリズム

のダンス 

フォークダンス 

・リズムダンスでは、リズムの特徴

をとらえ変化のある動きを組み合わ

せてリズムに乗って全身で踊ること

ができる。 

・フォークダンスでは、踊りの特徴

をとらえ音楽に合わせて特徴的なス

テップや動きで踊ることができる。 

・表現や交流などの課題や改善のポ

イントを発見している。 

・合理的な解決に向けて運動の取り

組み方を工夫している。 

・自己の課題について思考し判断し

たことを言葉や文章で他者に伝えて

いる。 

・ダンスの学習に積極的に取り組もうと

している。 

・仲間の学習を援助し、交流などの話し

合いに参加しようとしている。 

・健康、安全に気を配っている。 

Ｂ（９）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 

１ １

２ 

体つ

くり

運動 

体ほぐしの運動 

体の動きを高め

る運動 

スキー 

・体つくり運動の意義と行い方、体

の動きを高める方法などについて理

解している。 

・用具の特性を理解し、平地から傾

斜地での移動技術を身につけ、簡単

なターンをすることができる。 

自己の課題を発見し、合理的な解決

に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己の考えたことを書

き出している。 

・体つくり運動の学習に積極的に取り組

もうとしている。 

・仲間の学習を援助しようとしている。 

・健康･安全に留意している。 

Ｂ（８）  授業の取組 

定期考査 

 

２ 

３ 

１

２ 

球技 ソフトボール ・ベースボール型では基本的なバッ

ト 

・ボール操作などによって攻防を展

開することができる。 

・ゴール型では、ゴール前での攻防

を展開するためのボール操作と空間

に走り込むなどの動きができる。 

 

・攻防などの自己の課題を発見し、

合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫している。 

・自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

・球技の学習に積極的に取り組もうとし

ている。 

・フェアなプレイを守ろうとしている。 

・作戦などについての話し合いに参加し

ようとしている。 

・安全に留意している。 

Ｂ（９）  ワークシートの

取組 

授業の取組 

定期考査 

 



令和７年度 １年生 技術科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学

期 
月 時数 

単 
 

元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 道

徳・人権指導との

関わり 

健康教育、食育、

伝統・文化理解と

の関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

4 3 

技
術
分
野
の
ガ
イ
ダ
ン
ス 

生活や社会に

おける技術の

役割を知ると

ともに、３年間

の学習に見通

しをもたせる。 

・省エネルギーや自然環境の保全等、

身の回りの技術について考え、技術

が果たしている役割を理解すること

ができる。 

・身近な製品に注目し、問題や課題を

解決するための工夫されている技術や

技術の進歩に気付くことができる。 

・生活や社会を支えている様々な技

術について関心を持っている。 

・技術が環境問題の原因と解決に深

く関わっていることに関心を持って

いる。 

Ａ（２） 

Ｃ（１６） 

 

技術の発達によ

って生活や産業

がどのように変

化してきたのか

を調べる。 

授業の活動観察 

ワークシート 

定期考査 

5 1 

身
の
回
り
の
材
料
と
加
工
の
技
術 

身の回りの製

品を観察し、使

用されている

材料やその加

工方法や工夫

されているこ

とを調べる。 

・身の回りの製品の工夫や技術のし

くみについて理解することができ

る。 

・生活の中で利用されている製品に込

められた工夫を読み取り、材料と加工

の技術の見方や考え方に気付くことが

できる。 

・材料と加工の技術によって生み出

された製品について興味をもち、主

体的にそれらの材料や加工方法を予

想しようとしている。 

  授業の活動観察 

ワークシート 

定期考査 

5 

 

6 

 

7 

7 

材
料
を
利
用
す
る
た
め
の
技
術 

材料の特徴と

材料に適した

加工方法を学

び、工具や工作

機械を安全に

使用する方法

を理解させる。 

・木材の性質や木材の種類と特徴に

ついて説明することができる。 

・作業に応じた工具のしくみを説明

することができる。 

・等角図や第三角法での描き方を理

解することができる。 

・木材や金属、プラスチックを比較し

て、その特徴や傾向について自分なり

に考えることができる。 

・構造を丈夫にする方法を自分なりに

創造することができる。 

・進んで材料と加工の技術に関わり、

主体的に理解し、技能を身につけよ

うとしている。 

Ｂ（６） 

Ｃ（１２） 

 授業の活動観察 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

7 1 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
情
報
モ
ラ
ル 

情報モラルの

必要性と情報

を収集・発信す

るときに注意

すべきことを

理解させる。 

・情報モラルの必要性と情報を収

集・発信する時の注意点について説

明することができる。 

・情報社会のプラス面とマイナス面に

ついて気付くことができる。 

・情報発信に伴う問題や責任につい

て関心を示し、情報社会において適

正に活動しようとしている。 

Ａ（５）  授業の活動観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

2 

9 

 

10 

6 

問
題
の
発
見
と
課
題
の
設
定
（
設
計
） 

生活の中から

身の回りの問

題や課題を設

定し、課題を解

決する製作品

の設計図・工程

表を具体化さ

せる。 

・製作品の構想図をかき、試作品を

製作することができる。 

・製作品の製作に必要な部品図、木

取図、完成図などの図面をかき表す

ことができる。 

・製品の問題解決の手順から、問題解

決の視点について気付くことができ

る。 

・課題の解決策となる製作品の大きさ、

形状、構造など、使用場所や加工方法

の制約条件に基づいて構想し、設計や

計画を具体化できる。 

・よりよい生活の実現や持続可能な

社会の構築に向けて、自分なりの新

しい考え方や捉え方によって解決策

を構想しようとしている。 

  授業の活動観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

10 

 

11 

 

12 

 

1 

 

2 

 

3 

16 

作
業
手
順
を
考
え
た
製
作 

安全に注意し

て製作品を完

成させる。完成

後は、相互評価

に基づいて製

作品や解決過

程の修正や改

善を考えさせ

る。 

・安全かつ適切に材料取り、切断、

部品加工を行うことができる。 

・安全かつ適切に組み立てや検査・

点検を行い、必要に応じた改善や修

正ができる。 

・与えられた材料から製作品の寸法を

適切に決定している。 

・適切に組み立て作業ができるように

手順を考えて行うことができる。 

・完成した製作品が設定した課題解決

できるかを評価するとともに、設計や

製作の過程に対する改善及び修正を考

えることができる。 

・自らの問題解決とその過程を振り

返り、よりよいものとなるよう他者

と協働して粘り強く改善・修正しよ

うとしている。 

・安全に配慮して製作に取り組むと

共に、製作品を大切に扱い、長く活

用しようとしている。 

Ａ（１） 

Ａ（４） 

Ｂ（８） 

Ｂ（９） 

Ｃ（１５） 

 授業の活動観察 

ワークシート 

製作品 

レポート 

3 

3 1 

こ
れ
か
ら
の
材
料
と
加
工
の
技
術 

これまでの学

習内容を振り

返り、よりよい

生活を実現す

るための技術

の在り方を考

えさせる。 

・これまでの学習と、材料と加工の

技術が安全な生活や社会の実現に果

たす役割や影響を踏まえ、材料と加

工の技術の概念を説明できる。 

・よりよい生活の実現を目指して、材

料と加工の技術を評価し、適切な選択

や管理運用の在り方についてまとめる

ことができる。 

・よりよい生活の実現に向けて、材

料と加工の技術を工夫し創造してい

こうとしている。 

  授業の活動観察 

ワークシート 



令和７年度 1年生 家庭科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 道徳・

人権指導との関わり 

健康教育、食育、

伝統・文化理解と

の関わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

7 

3 家 庭

分 野

の ガ

イ ダ

ンス 

①自立と共生

を目指そう 

②中学校家庭

分野の学習を 

見てみよう 

③家庭分野の

見方・考え方 

・自分の成長と家族や家庭生活との関

わりについて理解している。 

・家族や地域の人々と協力・協働して

家庭生活を営む必要があることに気

づいている。 

・家族・家庭の基本的な機能について

理解している。 

・家族や地域との関わりについて問題

を見いだして課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、考察し

たことを論理的に表現している。 

・家族や地域との関わりについて、課

題の解決に主体的に取り組もうとし

ている。 

A-(3) 

B-(6) 

C-(14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活の内容を

扱うため、全体的

に食育に関わる。 

 

望ましい生活習

慣について学習

するため健康教

育に関わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の活動観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

私 た

ち の

家 族

と 家

庭 生

活 

①私たちの家

族と家庭生活 

②中学生と家

族の１日の家

庭生活 

③私たちがに

なう家族・家庭

の機能 

4 食 事

の 役

割 と

中 学

生 の

栄 養

の 特

徴 

①食事の役割 

②私たちの 

食生活 

③栄養素の種

類と働き 

④中学生に必

要な栄養 

・生活の中で食事が果たす役割につい

て理解している。 

・健康に良い食習慣について理解して

いる。 

・栄養素の種類と働きについて理解し

ている。 

・中学生に必要な栄養の特徴について

理解している。 

・自分の食習慣について問題を見いだ

して課題を設定している。 

 

・自分の食習慣について、課題の解決

に主体的に取り組もうとしている。 

 

A-(2) 

2 9 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

7 中 学

生 に

必 要

な 栄

養 素

を 満

た す

食事 

①食品に含ま

れる栄養素 

②６つの食品

群と食品群別 

摂取量の目安 

③バランスの 

良い献立作り 

・食品の栄養的な特質について理解し

ている。 

・中学生の１日に必要な食品の種類と

概量について理解している。 

・１日分の献立作成の方法について理

解している。 

・１日分の献立について問題を見いだ

して課題を設定し、実践に向けた計画

を考え、工夫し、実践を評価したり改

善したりし、課題解決に向けた一連の

活動について、考察したことを論理的

に表現している。 

・よりよい食生活の実現に向けて、１

日分の献立について、課題の解決に主

体的に取り組んだり、課題解決に向け

た一連の活動を振り返って改善した

りして、工夫し創造し、実践しようと

している。 

A-(2) 授業の活動観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

小テスト 

製作物 

10 調 理

の た

め の

食 品

の 選

択 と

購入 

①食品の選択

と購入 

②生鮮食品の

特徴 

③加工食品の

特徴 

④食品の保存

と食中毒の防

止 

・日常生活と関連づけ、用途に応じた

食品の選択について理解していると

ともに、適切にできる。 

・食品の安全と衛生に留意した管理に

ついて理解しているとともに、適切に

できる。 

・食品の選択について、問題を見いだ

して課題を設定し、実践に向けた計画

を考え、工夫し、実践を評価したり改

善したりし、課題解決に向けた一連の

活動について、考察したことを論理的

に表現している。 

・よりよい食生活の実現に向けて、食

品の選択について、課題の解決に主体

的に取り組んだり、課題解決に向けた

一連の活動を振り返って改善したり

して、工夫し創造し、実践しようとし

ている。 

A-(2) 

3 1 

 

 

 

 

 

7 日 常

食 の

調理 

 

 

 

①日常食の調

理 

②野菜・いもの

調理 

③肉の調理 

④魚の調理 

・食品や調理用具等の安全と衛生に留

意した管理について理解していると

ともに、適切にできる。 

・材料に適した加熱調理の仕方につい

て理解しているとともに、基礎的な日

常食の調理が適切にできる。 

・日常の１食分の調理について問題を

見いだして課題を設定し、実践に向け

た計画を考え、工夫し、実践を評価し

たり改善したりし、課題解決に向けた

一連の活動について、考察したことを

論理的に表現している。 

・よりよい食生活の実現に向けて、日

常の１食分の調理について、課題の解

決に主体的に取り組んだり、課題解決

に向けた一連の活動を振り返って改

善したりして、工夫し創造し、実践し

ようとしている。 

A-(2) 

D-(19) 

授業の活動観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査もし

くは小テスト 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

 

4 私 た

ち の

衣 生

活 

①衣服の役割 

②私らしさと

TPO 

③衣服の手入

れ①衣服の補

修 

④衣服の手入

れ②衣服の洗

濯と保管 

・衣服と社会生活との関わりについて

理解している。 

・目的に応じた着用について理解して

いる。 

・個性を生かす着用について理解して

いる。 

・衣服の材料や状態に応じた日常着の

手入れ（補修）について理解している

とともに、適切にできる。 

・衣服の材料や状態に応じた日常着の

手入れ（洗濯と保管）について理解し

ているとともに、適切にできる。 

・自分らしい着方について考え、工夫

している。 

・材料や状態に応じた日常着の手入れ

（洗濯と保管）について問題を見いだ

して課題を設定し、実践に向けた計画

を考え、工夫し、実践を評価したり改

善したりし、課題解決に向けた一連の

活動について、考察したことを論理的

に表現している。 

・衣服の材料や状態に応じた日常着の

手入れ（補修）について、課題の解決

に主体的に取り組もうとしている。 

・よりよい衣生活の実現に向けて、材

料や状態に応じた日常着の手入れ（洗

濯と保管）について、課題の解決に主

体的に取り組んだり、課題解決に向け

た一連の活動を振り返って改善した

りして、工夫し創造し、実践しようと

している。 

D-(19) 



令和７年度 １年生 英語科 年間指導・評価計画 小平市立小平第三中学校 

学

期 
月 

時

数 
単元 

主な 

指導内容 

主な評価規準 特別の教科 

道徳・人権

指導との関

わり 

健康教育、食

育、伝統・文

化理解との関

わり 

主な評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

1 

 

 

 

4 4 

 

Unit 0 

Nice to Meet You 

 

 

・アルファベット 

・月，日，曜日，教

科，習いごと、１

日の生活や町の

施設や建物 

 

 

〇クラスメートとあいさつを

したり、好きなものをたず

ね合ったりすることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

  活動観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

14 

 

Unit 1  

Hello, Everyone! 

 

・ be 動 詞 （ am, 

are），一般動詞

（1･2 人称） 

 

○be動詞と一般動詞の現在形（1・2人称）

の肯定文 やWhatの特徴やきまりに関する

事項を理解している。 

○be動詞と一般動詞の現在形（1・2人称）

の肯定文などを活用して、話し手の名前

や好きなことについて即興で伝え合う技

能を身に付けている。 

○初対面の相手と知り合うた

めに，好きなもの，入りた

い部活動などについて，小

学校で習った英語表現を用

いて，おたがいの考えや気

持ちなどを伝え合ってい

る。 

○初対面の相手と知り合うた

めに，好きなもの，入りた

い部活動などを伝え合った

り，先生の指示を聞き取っ

てそれに合わせて動いたり

しようとしている。 

B(7) 

 

 観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

 5 

6 10 Unit 2  

Our New Teacher 

 

 

・ be動詞（3人

称） 

・助動詞can 

 

○ be動詞（3人称）や助動詞canの特徴やき

まりに関する事項を理解している。 

○ be動詞（3人称）や助動詞canを活用し

て，（本人やその家族が）できることや

できないことについて即興で伝え合う技

能を身に付けている。 

○身近な人やものについて紹

介したり、たずねたりする

ことができる。 

 

○お互いをよく知るために，

できることなどについて，

簡単な語句や文を用いて即

興でコミュニケーションを

行おうとしている。 

  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

発表 

定期考査 

14 Unit 3  

Our School  

・疑問詞what, 

who,where,how, 

when 

・前置詞 

○疑問詞や前置詞の意味や働き，きまりに

関する事項を理解している。 

○前置詞や疑問詞を活用して，それぞれの

名前や特徴について伝え合う技能を身に

付けている。 

○知らないものや人について

たずねたり、いつ・どこな

のかをたずねたりすること

ができる。 

○おたがいのことをよりよく

知るために，身近な人やも

の，普段の行動などについ

て，簡単な語句や文を用い

て即興でコミュニケーショ

ンを行おうとしている。 

B(9)  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

7 

2 

 

 

 

9 10 Unit 4  

Friends in New 

Zealand 

 

・how many,  

what time,  

what＋名詞, 

・命令文 

 

 

〇How many や What time, what＋名詞, 命

令文の意味や働きに関する事項を理解し

ている。 

○数をたずねる表現や命令表現の意味や働

きを理解している。 

○数や時刻、好きなものについ

てたずねたり、指示や助言を

したりすることができる。 

○数や時刻、好きなものについ

てたずねたり、指示や助言を

したりしようとしている。 

  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

発表 

定期考査 

12 Unit 5  

My Brother in 

Hawaii 

 

・3人称単数現在

形 

○3人称単数現在形の肯定文・疑問文・否定

文の特徴やきまりに関する事項を理解し

ている。 

○3人称単数現在形の肯定文などを用いて，

他人が何をするかを即興で伝え合う技能

を身に付けている。 

○自分の家族について，簡単

な語句や文を用いて，紹介

することができる。 

〇自分の家族について，簡単な

語句や文を用いて，紹介しよう

としている。 

C(14)  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

 
10 

13 Unit 6  

A Rakugo 

Performer from 

the U.K. 

・代名詞 

・whose, which 

 

○代名詞の意味や働きに関する事項を理解

している。 

○whose, which＋名詞の意味や働きに関す

る事項を理解している。 

○代名詞を使った文を用いて

まとまりのある文章を書い

ている。 

○疑問詞を使った文を用いて

まとまりのある文章を書い

ている。 

 

○イギリスの学校生活や行事

について，簡単な語句や文

を用いてまとまりのある文

章を書こうとしている。 

 伝統文化 観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

11 

10 Unit 7  

An Online Tour of 

the U.K. 

・現在進行形 ○代名詞の意味や働きに関する事項を理解

している。 

〇相手が今に何をしているのかを即興で伝

え会う技能を身に付けている。 

○今していることについて、

簡単な語句や文を用いて伝

えたり，相手からの質問に

答えたりしている。 

○今していることについて、

簡単な語句や文を用いて伝

えたり，相手からの質問に

答えようとしている。 

C(18)  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

 

11 Unit 8   

Think Globally, 

Act Locally  

 

 

 

 

・want to 

・look＋形 

○want to, look＋形容詞の特徴やきまりに

関する事項を理解している。 

〇国際問題について知識を深める。 

○水問題について、私たちに

何ができるか考え、簡単な

語句や文を用いてまとまり

のある文章を書いている。 

○水問題について、私たちに

何ができるか考え、簡単な

語句や文を用いてまとまり

のある文章を書こうとして

いる。 

C(18)  

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

12 

11 Unit 9  

Winter Vacation 

・一般動詞過去形 

 

○ 一般動詞の過去形の肯定文の特徴やきま

りに関する事項を理解している。 

○冬休みにしたことについて、過去形の肯

定文などを用いて，感想や感じたことな

ど伝え合う技能を身に付けている。 

○冬休みにしたことについ

て、過去形の肯定文などを

用いて，感想や感じたこと

など伝え合っている。 

○冬休みにしたことについ

て、過去形の肯定文などを

用いて，感想や感じたこと

など伝え合おうとしてい

る。 

  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

発表 

3 1 14  Unit 10  

This Year’s 

Memories  

 

・be動詞の過去形 

・過去進行形 

・There is/are～. 

○be動詞の過去形/過去進行形/There 

is[are]～.の文の特徴やきまりに関する

事項を理解している。 

 

○１年間で思い出に残った出

来事について簡単な語句や

文を用いて話している。 

○１年間で思い出に残った出

来事について簡単な語句や

文を用いて話そうとしてい

る。 

  観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 


